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Ｉ枝第五同卒業の十時彌氏が、廣島高等學校長から鞠任して、その後を襲うたのである。而して十二年は、開校五十年に富ろので、九年、同窓會を中心に、十時校長を會長として、”第五高等學校開校第五十年記念會“が組織され、下記の如き各種の行事や、”同窓會館“の建設・“五高五十年史”の編纂等の事業に心を傾けることになった。昭和十二年七月七日に起った蘆溝橋事件は、同月一一十九日の通州事件と、八月九日の大山大尉事件とに依って、局地的北支事愛も、途に全面的な”支那事愛“に擴大し、出兵又出兵、日を累ねて多数の死傷者を出し、巨額の國怒を要する秋に於て、來るべき記念の式典及行事を如何にすべきかは、本校一同の關心措く能はざる所であった。けれども、去る九年以來、記念會は、一千七百餘名の同窓發起人を依頼し、三萬五千圓（今の約三千萬圓に當る？）を目標額にして、至會員の鴎出を乞ふことを計霞し、爾來鋭意準備を績け、計書した事業は、最早實施中でもあるので、協議の結果、極めて嚴粛に、極めて有意義に、之を遂行することとなり、式場・校内の装飾、校外への宣傳等も最小限度に縮小し、龍南會主催の園遊會も中止されるに至ったのである。 翌七年一一一月三日の卒業式の際、偶と筆者は教員代表の順番に當り、學式の順次に従って、過去の傅統を穂へ、現在の幸一鵬を慶び、更に將來の希望を識ふ意味の祀辮を朗読した。かくて、滞りなく式は濟んだが通第二學年の生徒たちは、講堂を出ると、そのまま寄宿舎に彊制入寮し、やがて一年の寮生はもとより、通學生もそれに合流して、本校未曾有の、否、最初にして最後の盟休事件となって了った。（明治三十九年十月の事件は、第三部（警科）を除き、休校僅に二日間であった。）而してこれに閥する、”雑報第一號“の印刷配布の件を始めとして、具艘的の事は、一切習學寮史に譲り、盟休の原因たる生徒の虞分の經緯に就いても亦、一切差控へておきたい。學校生徒間の交渉も進まず、父兄や同窓會の斡旋調停もその効無く、何日解決するとも知れない状態に在ったが、十二日に至り、遂に生徒の無條件解散を以て、さしもの事件もやうやく落着するに至った。然るに、武藤校長は、赴任直後、奉迎打合せの爲に上京しへ歸途病に罹って京都に静養、少康を得たので、老病を押して、その大任を遂げて間も無く、圖らずもこの大問題に直面、身心共に困臘の極に達して居たので、在職一年二箇月にして、三月十日、職を静し、同じく本 龍南への郷愁八八び生徒、南側東寄りに整列せる職員家族の最敬禮を受けさせ給へば、全員齊しく生徒吹奏圏の吹奏に和して、「君が代」を一同唱へ奉る。次で學校長は、運動競技開始の旨を一一一一口上し、四百米突繼走競技・圓盤投競技・定高跳競技・ラ式蹴球戦各種目員参加の、極めて緊張せろ活動を叡覺あらせられた。運動競技了ろや、學校長發聾にて、天皇陛下寓歳を三唱し奉った。かくて國歌奏楽の中に玉座を退御あらせられ、再び便殿にて御少憩の後、午后四時四十二分、玄關に於ける教官及び生徒総代の奉遥を受けさせ給ひつ白、龍顔いとも麗しく熊本高等工業學校へ向はせ給うたのである。〔備考〕九年五月十一日には、鳩山前文部大臣來校、一場の講演。七月二十九日には、十時校長を幽長とする”防護図“が編成され、夜は”燈火管制“の豫行演習。八月八日には、”防空演習“（寳弾射撃）見學のため百貨石へ遠足。十一・十二の両日には、熊本地颪に於て、喪は防空演習、夜は燈火管制の宵施。而して瀧淵三高校長の計に接し、學校・龍南會・同窓會より、それぞれ敬弔の意を表したのは、九月十二日のことである。高校中期 ｌ◇ｌ◇Ｉ ｌ◇ｌ◇Ｉ ｌ◇ｌ◇Ｉ八九
かくて、吾が校未曾有の式典は、十月十日午前十時を卜して暴行された。集まる者來餐を合せて凡そ一千五百名、さす
がに光輝ある五十年の歴史を飾るに相應はしい盛儀であった。一同所定の席に着けば、全員起立、國歌齊唱、十時校長の
勅語奉讃、次に式辞朗讃、次に山川専門學務局長は、安井文部大臣の祀辮を、村川東京帝國大學名譽教授は、長與總長の
覗瀞を代議し、濱田京都帝國大學総長は、口頭を以て覗辮を述べ、荒川九州帝國大學総長・高等學校長代表隈本第六高等
學校長・九州沖縄各縣知事代表藤岡熊本縣知事・山隈熊本市長・熊本縣中學校長代表幅田熊本縣立熊本中學校長・本校職
員總代山形教頭・卒業生總代錦鶏聞祗侯赤星典太氏・生徒總代龍南會瀧本總務委員（植田総務委員代理）等の祀瀞朗讃、
縞いて岡本教授の覗電披露があって、勤續者の表彰に移る。小島名譽教授、白壁・山形二教授に對しては、特に、山川局
長より文部大臣の感謝状を以て、多年育英精勤の功を彰し、次に、第一同卒業の藤本充安氏は、第五高等學校開校第五十
年記念會を代表して、”記念會館“を”献納”した。次に、職員生徒並に卒業者の”創立紀念の歌”、生徒の”五十年記念
祀歌“の齊唱を以て、午前十一時五十分、嚴粛感銘裡に、斯の思ひ出漂い腕典の式は閉ぢられたのである。
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斯の日、式場の講堂や、午餐場の濟美館は申すまでもなく、武夫原に至るまで、校内隈なく淨められ、式場正面の左右
には、「瑞邦」「濟美」の一一額を掲げ、臺上には、恒例に依って、花瓶の外に、文武を象徴する”集古十種”、“Ｎ・Ｅ．Ｄ・”
及”具足”を飾り、中門には、”開校五十年“のアーチを設け、日頃は開かれないので、“龍南七不思議“の一つとなって
居る本館の正面玄關も開き、両側に國旗を立てることとなり、その他、晴雨両様の諸準備も成り、七日夜來の霧雨を氣づ
かひつつ、當日を待った。
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式後、來喪及職員は、直ちに緑のアーチを通り、紅白の慢幕も鮮やかな午餐場に入り、特別來賓は正面の”菊席”に、
一般來賓は西側の”萩席“に、而して卒業同窓は東側の”楓席“に、それぞれ着席すれば、十時校長開宴の挨拶、次に濱
田總長の謝辞がって、・折詰を開いた。而して記念の杯はあったが、時局に鑑みて、シトロン、番茶を以て覗酒に代へつつ
、
、
寛談。かくて、藤岡知事の發聾を以て、天皇陛下萬歳を、次に、山隈市長の首唱を以て、第五第等學校萬歳を一一一唱して、
散會、一一一と五と、本館階上の記念展覧會場や、記念館に向ったのである。
習學寮食堂に於ける生徒の午餐は、山形教頭の挨拶、植田總務の答静があって後開宴、母校の萬歳を一一一喝して退散し先
のであるが、當日の來會者には、第五高等學校沿革略・記念カフス釦・記念繪葉書・校内植物便覧・記念手拭等を、生徒
には、沿革略・繪葉書及手拭が贈られた。
員二募り、一兀工學部並二第十三臨時教員養成所出身ノ賛助ヲ得テ、校史ノ編纂・記念會館ノ建設等ヲ企ツル所アリ、而
シテ今ャ會館完ク成ル、乃チ之ヲ官二職ジテ以テ珈力感謝ノ微枕ヲ表シ、併セテ後進誘披ノー助二資セント欲ス、御受
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